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　Abstract:　The JARE-53 wintering party conducted the second year of the research and 
logistical program of the six-year plan of Japanese Antarctic Program Phase VIII following 
the handover from the JARE-52 wintering party on 12 February 2012.  Because the 
icebreaker Shirase could not anchor at Syowa Station due to thick sea ice and snow, some 
of the fuel and supplies were left on the ship.  However, the wintering activities were not 
affected by any major adverse events.  JARE-53 conducted comprehensive observations of 
the Antarctic atmosphere as one of the prioritized observation projects named ＂Earth＇s 
Environmental Change Revealed by Observing the Antarctic Middle and Upper 
Atmosphere＂.  Logistics facilities at the station experienced no major problems and the 
electricity generators performed reliably.  There was no serious blizzard-related damage 
and no physical injuries to personnel during the wintering period.  Four members 
undertook a round-trip traverse to Dome Fuji Station led by the JARE-54 summer party, 
carrying out astronomical observations and other tasks.  Sea-ice thickness and snow depth 
were measured near the intended routes of the icebreaker Shirase; however, the vessel was 
again unable to anchor at the Station.  JARE-53 handed over the operation of the station to 
JARE-54 on 1 February 2013.
　要旨:　第 53 次日本南極地域観測隊越冬隊は，「南極地域観測第Ⅷ期 6 か年計画」







もなかった．越冬後半から 4 名の隊員が第 54 次夏隊とともにドームふじ基地まで
のトラバース旅行に参加し，天文観測などを行った．観測隊ヘリコプターなどを
利用して「しらせ」航行ルート付近の積雪及び海氷厚測定を行い，「しらせ」に
データを提供したが，第 54 次隊でも接岸できなかった．2013 年 2 月 1 日に越冬
交代式を行い，第 54 次越冬隊に基地運営を引き継いだ．
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1．　は じ め に
　第 53 次南極地域観測実施計画は，2011 年 11 月 10 日に開催された第 139 回南極地域観測
統合推進本部総会において承認・決定された．第 53 次越冬隊は，この計画に基づき，2012
年 2 月から翌 2013 年 1 月にかけて，昭和基地周辺での観測及び設営活動を実施した．その
詳細は，日本南極地域観測隊第 53 次隊報告（国立極地研究所，2014）に記載されている．
本報告は，上記報告書のうち，越冬隊に関する内容を記述したものである．
　第 53 次越冬隊は隊長を含めた総勢 31 名から構成された．南極観測船「しらせ」が昭和基
地に接岸できなかった影響で，例年よりも遅い 2012 年 2 月 12 日に第 52 次越冬隊（宮本仁
美隊長）から基地運営を引き継いだ．その後約一年間，観測業務及び基地の維持管理を行い，
翌年 2013 年 2 月 1 日に第 54 次越冬隊（橋田元隊長）との越冬交代式を行い，基地運営を引












も実施できなかった．隊員は，2013 年 2 月 1 日の越冬交代後に，それぞれの業務の都合に
あわせて観測隊ヘリコプターに分乗して「しらせ」に戻った．オーストラリアのシドニーで
「しらせ」下船後，2013 年 3 月 20 日，全員無事に帰国した．
2．　観測実施計画







　隊員構成を表 3 に示す．観測系隊員 12 名及び設営系隊員 18 名で構成されている．このう
ち，観測系一般研究観測担当の小山拓也隊員，設営系機械担当の倉本大輝隊員，医療担当の




隊運営を円滑に行うため，主任及び各部門責任者を置いた．図 1 に越冬隊の組織図を，表 4
に主任及び代行を，表 5 に各部門の責任者を示す．さらに，表 6 に示す諸会議を毎月末に開
催した．表 6 の（2），（5）の会議は必要に応じて開催した．
表 1　第 53 次日本南極地域観測隊越冬観測実施計画概要
Table 1.  Research programs of the JARE-53 wintering party.
266 石沢賢二
表 2　第 53 次日本南極地域観測隊設営実施計画概要
Table 2.  Logistics programs of JARE-53.
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表 3　第 53 次日本南極地域観測隊越冬隊員名簿
Table 3.  Members of the JARE-53 wintering party.
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表 4　主任及び代行一覧
Table 4.  Section chiefs and deputies of the JARE-53 
wintering party.
表 5　各部門責任者
Table 5.  Section chairs of the JARE-53 wintering party.
図 1　越冬隊組織図





































　一年を通しての日課は，2012 年 2 月 25 日までを夏作業日課，4 月 30 日までを夏日課，5
月 1 日から 8 月 31 日までを冬日課，9 月 1 日から 1 月 31 日までを夏日課とした．冬日課で
は週休 2 日（土日）とし，夏日課中の 3⊖4 月，9⊖12 月の第 1 週は休日を隔週交代（土日の
週と日曜のみの週）で運用した．12 月第 2 週以降は日曜のみ休日とし，輸送業務等が生じ
た場合は休日返上で業務にあたった．冬日課中は 09⊖17 LT を就業時間とし，それ以外は 08⊖
17 LT とした．また，当直は，隊長と調理隊員を除いた全員での輪番制とした．





　冬は寒く，夏は暑い一年間だった．2012 年 4 月の月平均気温は－13.6℃で，歴代最低を記
録した．また，5 月には－40℃以下の気温を記録した．9 月 13 日には，－43.9℃の歴代第 2
位の最低気温を記録した．一方，2013 年 1 月の月平均気温は 0.8℃で，歴代第 2 位の高温記
録であった．2012 年 12 月 22 日には 2004 年 1 月 1 日以来，約 9 年ぶりに雨を観測した．
②　オゾン層
　2012 年の南極上空のオゾンホールは，9 月下旬に最盛期を迎え南極大陸の約 1.5 倍まで拡
大したが，1990 年代以降で最も小さい規模となった．これは，オゾン層破壊の促進に関係






　CO2 濃度観測は，第 25 次隊から現在まで継続しており，約 30 年間の濃度変化を捉えてい



















1045 本のアンテナを設置し，47 MHz 帯の電波を送受信し，地球環境変動の解明に重要な上
空の大気運動とプラズマ物理量を地表から高度 500 km まで精密に計測することである．第
52 次隊で初期観測に成功し，第 53 次隊では，対流圏・成層圏・中間圏観測を開始した．第









第 54 次夏隊で計画されていたドームふじ旅行の準備を 7 月から行った（7.4 節参照）．さらに，
東南極航空網（DROMLAN）航空機への対応（11 章参照）として，昭和基地及び S17 地点
での滑走路の整備と燃料補給を実施した．これに関連し，2012 年 12 月初旬には米国・ロシ





　越冬期間中の月別気象を表 7 に，ブリザード集計を表 8 に示す．





　上旬は 3 月 9 日から 10 日にかけて B 級ブリザードが襲来した．曇りや雪の日が多く日照
時間が少なかった．下旬の 25 日から 26 日の夕方にかけて B 級ブリザードとなった．さら
に 27 日から 29 日午前中まで B 級ブリザードとなったが，降雪はそれほどでもなかった．
しかし，最大風速は 30 m/s を超え，37.8 m/s の最大瞬間風速を記録した．この影響で，大型
大気レーダー小屋付近に空ドラム缶で嵩上げしてあった通称「流星小屋」が倒れた．
【4 月】




　初旬と下旬に大陸の高気圧が張り出し，5 月の低温記録を更新した．ブリザードは 4 回襲







































































































































　ブリザードは合計 5 回襲来し，そのうち A 級は 2 回，B 級 2 回，C 級 1 回だった．また





から下旬にかけては，ブリザードが 3 回襲来した．A 級ブリザードは，最大風速 40 m/s を
超え，最大瞬間風速でも 50 m/s を超える大きなもので，この期間の最高気温も－4.6℃に上
昇した．しかし，基地周辺の海氷への影響はほとんどなかった．
【10 月】




Fig. 2.  Time series of 10-day mean sea level pressure at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
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図 3　旬平均気温
Fig. 3.  Time series of 10-day mean air temperature at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
図 4　旬平均湿度
Fig. 4.  Time series of 10-day mean humidity at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
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図 5　旬平均風速
Fig. 5.  Time series of 10-day mean wind speed at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
図 6　旬間日照時間
Fig. 6.  Time series of 10-day mean sunshine duration at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
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【11 月】




　平年に比べて気温が高く，融雪が一気に進んだ．22 日には，9 年ぶりに雨が降った．28 日




【2013 年 1 月】
　高気圧に覆われる日が多く，0.8℃の月平均気温を記録した．これは通年の月平均気温の
高い方から歴代第 2 位の記録だった．7 日は，8.6℃の日最高気温を記録した．海氷にはパド
ルが発達し，岩島付近にはアザラシも出没した．
6．　観測・設営活動の経過
　図 8 に月別平均電力・最大電力，図 9 に月別日平均上水と中水の使用量を示す．
図 7　旬平均全雲量
Fig. 7.  Time series of 10-day mean cloud amount at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
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図 8　月別平均電力と最大電力
Fig. 8.  Monthly mean and maximum electricity usage at Syowa Station (Feb. 2012⊖Jan. 2013).
図 9　月別日平均水使用量（上水と中水）
Fig. 9.  Daily mean amount of consumed water (desalinized and non-desalinized) at Syowa Station.
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【2012 年 2 月】
　1 月 21 日に「しらせ」の昭和基地接岸断念が決定したあと，空輸と氷上輸送を昼夜兼行
で実施した．第 52 次隊は氷上輸送，第 53 次隊は空輸の荷受けを主に担当した．この輸送オ
ペレーションは，2 月 10 日まで連続して実施した．その結果，昭和基地に運ぶ予定の 1250 t
のうち，817.5 t あまりを輸送することができた．その内訳は，空輸 421.1 t，氷上輸送 396.4 t
だった．また，12 ft コンテナは接岸を前提に計画されたものだったが，片道 30 km の海氷ルー
トを 27 台運ぶことができた．これらの輸送により，越冬生活に必要な食糧は全量運ぶこと
ができた．また，輸送できた燃料総量は 406.8 t で，その内訳は貨油 290.8 t，ドラム缶等
116 t であった．これは当初計画 658 t の 62%であった．
　2012 年 2 月 1 日に第 52 次越冬隊から観測業務を引き継いだ．2 月 5 日に発電機の停電が
あったが．原因は，発電機切り替え操作時の人為的ミスである．15 日から 16 日にかけて VLBI
国際観測実験を行った．しかし，2 月 28 日から 29 日にかけての 48 時間観測は，水素メーザー
が起動できず，後半の 24 時間のみ行うことができた．
　輸送が終了した 2 月 12 日午前中に越冬交代式を行った．当日，天候が悪化したため，基
地残留以外の第 52 次隊員の「しらせ」への帰還は，翌 13 日となった．21 日の最終便で，
第 53 次夏隊員・同行者及び第 52 次越冬隊員全員が「しらせ」に戻り，基地は，31 名だけ
の生活となった．
　第 52 次越冬隊から引き継いだドラム缶入りのウインター軽油約 600 本を見晴らし岩の金







　初めての全体会議を 3 月 2 日に開いた．
　2 月 29 日から 3 月 1 日にかけて VLBI 国際観測実験を実施し，予定した 166 回すべての
観測を行った．大型大気レーダー観測は，3 月 2 日，12 群の屋内・屋外の火入れ試験を行っ
た．送信時の合計電力量は約 19 kW で，300 kVA 発電機により供給できる範囲であることが
わかった．3 月 6 日より 12 群のテスト観測を実施したが，十分な SN 比が得られなかった．















　3 月 17 日に初めての消火訓練を行った．3 月 18 日（日）のリクリエーション時に参加者
1 名が足を負傷する事故があったが，骨には異常はなく，徐々に回復に向かった（9 章参照）．
3 月 19 日，20 日に全員を対象に海氷安全講習を実施し，来月からの海氷及び内陸での野外
活動に備えた．
【4 月】
　4 月 21⊖22 日にかけて，とっつき岬に故障のためデポしてあった SM113 雪上車のデファ





食事摂取量調査を 4 月 19⊖25 日まで行った．野外観測支援の一環として，「野外安全行動訓練」
と「南極安全講習カリキュラム」を 5 回にわけて行った．下旬に気温が低下したため，基地































球した．A 級ブリザードが 2 回襲来し，積雪レベルが上昇したため，稼働中の大型大気レー
ダーアンテナ 4 組について新たに輻射器を取り外した．これまでに取り外したアンテナ輻射
器は 8 組になった．ドームふじ基地に建設予定の天文架台の仮組立ては 21 日に完成し，そ
の後，解体作業を進めた．S16 のオペレーションを 8 月 20⊖23 日までの 4 日間実施した．目
的は，11 月中旬に出発するドームふじ旅行隊が使用する車両と橇の昭和基地への回収であっ
た．雪に埋没した橇を引き出すため，パワーショベルを 12 ft コンテナ橇に積んで S16 まで
輸送した．
　南極教室をはじめ，衛星回線を使った TV 会議が頻繁に行われた．19 日の家族懇談会の
終了後，国立極地研究所に来られた家族と隊員間での TV 電話があり，好評だった．
【9 月】
　9 月 24 日から 26 日にかけて約 2 日間継続したブリザードは，最大風速 41.7 m/s，最大瞬







さらに，10 月初旬からのみずほ基地までの旅行準備と 11 月からのドームふじ基地までの旅
行準備を行った．
【10 月】
　8⊖24 日まで 6 名でみずほ旅行を実施した．また，出発時と到着時には支援隊を S16 まで派
遣しサポートした．中旬から下旬にかけてはスカルブスネス，ラングホブデ方面の地圏部門
の観測を実施した．さらに，日帰りでペンギンセンサスのルート工作，ドームふじ基地での
天文観測用 12 ft 橇の走行試験，DROMLAN 用滑走路の整備など，多くの野外行動を行った．
みずほ旅行において，宙空圏部門では無人磁力計の保守，気水圏部門では無人気象観測装置
の保守と雪尺測定，雪のサンプリングを行った．太陽光パネルの発電量が大きくなってきた
ため，300 kVA 発電機の平均電力は 180 kW 台に下がった．雪面は徐々に軟らかくなり，砂
の付着したところでは融解が始まった．
【11 月】
　11 月 12 日に DROMLAN が運航するバスラーターボ機が昭和基地の海氷滑走路に給油の
ため飛来した．11 月 18 日には，ドームふじ旅行支援隊が昭和基地を出発した．20 日に第 54
次ドームふじ旅行隊の 9 名が DROMLAN のバスラーターボ 2 機で S17 に到着した．旅行準
備のあと，11 月 23 日，第 53 次隊の 4 名とともに大型雪上車でドームふじ基地に向かった．
11 月 26 日にはバスラーターボ機が給油に降り立ったが，日射の影響で滑走路表面が緩んで
きたため，この日をもって昭和基地海氷滑走路は閉鎖とした．アデリーペンギンの個体数調
査をスカルブスネス，ラングホブデ，ルンパ島などで，11 月 15 日から実施した．また，地
圏モニタリング部門では，11 月 24⊖27 日にラングホブデ，スカルブスネスで各種観測を行っ




　4 日，米国・ロシア合同査察団 8 名が DROMLAN の航空機で S17 に降り立ち，雪上車 4
台に分乗してその日の夕方に昭和基地に到着した．団員はロシア人 4 名と米国人 4 名の合計
8 名で構成され，夕方から夕食を挟み査察を行った．主な査察内容は，重点的な観測項目，
廃棄物処理，汚水処理，貯油設備，再生可能エネルギーの利用，新規の観測・設営計画など
であった．査察団は，翌 5 日に S17 から次の査察予定地であるプリンセス・エリザベス基
地に向かった．S16，S17 までの海氷上を経由した昭和基地からのアクセスは，この時をもっ
て終了した．「しらせ」予定航路のアイスドリルによる氷厚測定を数回にわたり実施した．





【2013 年 1 月】






ヘリポートのフォークリフト 1 台をトラックと 2 t 橇を使って C ヘリポートに移動し，フォー
クリフト 2 台態勢とした．第 54 次隊が持ち込んだ油移送ポンプ及びリキッドコンテナの使
い勝手が良好だったので，昨年に比べ効率よく作業は進捗した．1 月中旬に昭和基地と「し
らせ」間の無線 LAN が開通した．これにより「しらせ」との通信環境は大幅に改善した．






内の東葛病院，昭和基地の三者による合同訓練を 2012 年 8 月 2 日に実施した．
7.2.　野外観測支援
　内陸への出発拠点である S16 までのルート整備を 2012 年 4 月 11 日から開始した．また，




日程：2012 年 10 月 8⊖24 日（行動 13 日，停滞 4 日　計 17 日間）
人員：6 名









図 10　 第 53 次越冬隊が走行した沿岸ルート図




め，スノーモビルと雪上車及び小型ヘリコプターを使った海氷厚の測定を 2012 年 12 月 3 日
から翌年 1 月 30 日まで 14 回にわたって実施した．アイスドリルによる氷厚測定は，スノー
モビルまたは雪上車を使って 49 箇所，第 54 次隊がチャーターした小型ヘリコプターで 53
箇所実施し，データを「しらせ」に提供した．しかし，2013 年 1 月 11 日に接岸断念が発表




　第 8 回中高生南極北極科学コンテスト（平成 23 年度）において，南極北極科学賞を受賞




図 11　第 53 次隊の氷上輸送ルートと第 54 次隊の「しらせ」航跡及び氷厚測定場所
Fig. 11.  Transportation route on sea ice of JARE-53, track chart of the icebreaker Shirase of 





地研究所の公式ホームページコンテンツである「昭和基地 NOW!!」の原稿 61 件を発信した．


















　1）　発生日時：2012 年 9 月 26 日
　2）　発生場所：昭和基地の情報処理棟の暖房用屋外貯油タンク
　3）　概要：9 月 24 日から 26 日まで継続した A 級ブリザード（最大風速 41.7 m/s，瞬間最
大風速 50.5 m/s）で，情報処理棟風上側に保管してあった空の燃料ドラム缶のラッシングベ
ルトがはずれ，ドラム缶 8 本が建物入り口ドア階段付近に飛散した．その際，ドラム缶が屋
外貯油タンクの給油配管に衝突，配管に亀裂ができ，1 kl 屋外タンクの JP-5（灯油）703l が
漏油した（図 12 参照）．負傷者はなく，物的被害は貯油タンクの給油配管（15A）1 本（長






範囲に飛散することはなかったと考えられる．汚染雪は，亀裂から最大で半径 1.5 m の範囲
にとどまっていた．9 月 27 日に燃料配管修復を行い建物への支持固定を実施した．翌 28 日，
図 12　屋外貯油タンク付近に飛散した空燃料ドラム缶
Fig. 12.  Empty fuel drums that dispersed near an outside fuel depot.
図 13　防油堤の底に溜まった油の回収





































































　夏期，基地中央部では，旧 11 倉庫跡地から自然エネルギー棟前道路を通り 130 kl 水槽に
図 15　除雪した幹線道路（赤線の部分）








指したが，厚い氷層を取り除くことができず，2013 年 1 月までには開通しなかった．第 54
次隊が 2 月中旬に開通させた．
11．　DROMLAN 対応
　計画では，2012 年 11 月中旬に第 54 次ドームふじ旅行隊 9 名が S17 に到着することになっ
ていた．そのほか，今次隊が支援するものとして，昭和基地海氷上滑走路と S17 滑走路で
の航空燃料補給があった．11 月から 12 月上旬までは海氷上滑走路を使い，その後海表面の
融雪が進んだ時点で S17 滑走路に切り替えるように計画した．
図 16　雪解け水の流路（赤破線の部分）
Fig. 16.  Flow channels of meltwater (red dashed lines).
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11.1.　海氷上滑走路の設定
　11 月 1 日に隊長及びフィールドアシスタント隊員が中心となり，海氷上滑走路の位置を決
め旗竿を設置した．位置決めにあたっては，航空機の進入時に視界をさえぎる障害物がない
ことを考慮し，第 52 次隊の設定した位置よりも東側の，向かい岩ルート上付近に設定した．








　11 月 12 日：バスラーターボ機の一つである Mia 号が昭和基地海氷滑走路に着陸，JET-A1
ドラム缶 7 本を給油，ロシアのプログレス基地に向かった．
　11 月 13 日：プログレス基地を飛び立った Mia 号が，天候悪天が予想されるため急きょ
1855 LT に着陸，クルー 4 名が宿泊した．
　11 月 14 日：1443 LT にノボラザレフスカヤ基地に向け Mia 号が離陸した．
　11 月 26 日：Mia 号が昭和基地でドラム缶 7 本を給油した．このうち 2 本は第 51 次隊が持
ち込んだものである．また，滑走路の雪面が荒れてきたので，それ以降 S17 を使うことに
した．
　12 月 1 日：S17 で 4 本給油
　12 月 7 日：S17 で Mia 号，Lidia 号の 2 機が合計 8 本給油した．
　12 月 11 日：S17 で Mia 号に 4 本給油した．
　12 月 20 日：1935 LT　第 54 次ドームふじ旅行隊 9 名を乗せた Mia 号，Lidia 号が S17 に着
陸し，燃料補給なしで離陸した．
　12 月初旬以降，S17 滑走路の雪上車による整備が実施できなくなる．しかし，日射の影




　2012 年 12 月 4 日 1309 LT，DROMLAN 航空機を利用して査察団 8 名が S17 地点に降り立っ
た．ここから雪上車 4 台に分乗して約 3 時間かけて昭和基地に移動した．航空機のクルー 4
294 石沢賢二
名も同行した．夕食をはさんで以下のとおり査察を行った．翌 5 日の朝，S17 地点に再び雪
上車で移動し，1245 LT に次の査察地であるベルギーのプリンセス・エリザベス基地に向け
飛び立った．査察の経過を以下に示す．
　1）　査察実施日時：2012 年 12 月 4 日 1730⊖2000 LT 及び 2045⊖2130 LT
　2）　査察団員：ロシア人 4 名，米国人 4 名の 8 名で構成され，それぞれの国から 1 名の両
団長制である．なお，8 名の中には，ロシア人女性 1 名，米国人女性 2 名が含まれている．
　3）　査察内容：査察団の目的と団員について団長から説明があった．越冬隊長が事前に用
意した査察リストに基づき，昭和基地の概要を説明した．その後，質疑応答があり，研究観
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